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み
ん
な
の
声
を
町
政
に
害

平
成
-
8
年
度
の
地
域
懇
談
会
が
､
野
高
町
長
"
石
山
教
育
長
を
は
じ
め
､

各
課
長
出
席
の
も
と
‖
月
｢
 
5
日
か
ら
約
日
に
か
け
て
､
各
地
区
4
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

懇
談
会
で
は
､
地
域
づ
く
り
に
む
け
て
の
多
数
の
意
見
･
要
望
が
出
さ

れ
､
こ
れ
ら
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
､
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
､
対

話
の
あ
る
､
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
｡

地
域
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
や
要
望

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

町
道
･
農
道
の
改
良
に
つ
い
て

道
路
ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

小
学
校
･
保
育
所
通
学
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
　
(
標
識
,
ス
ク
-
ル
ゾ
-
ン
等
)

町
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

下
水
道
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
民
営
化
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

取
手
東
線
の
バ
イ
パ
ス
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

成
田
空
港
航
空
機
騒
音
問
題
に
つ
い
て

学
校
統
合
の
具
体
的
内
容
及
び
効
果

災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て



第1回学校統合検討委員会が開催されました｡
町立小･中学校の統合について.検討を行うため町議会代表､ PTA代表,学校関係者代表及び学識経

験者等により｢小･中学校統合検討委員会｣が設置され､第1回検討委員会を1 0月3 1日に開催しました｡

第1回検討委員会では,学校の現状並びに今後の児童.生徒数の推移から懸念される問題点や課題等を踏

まえ､学校統合にかかる小･中学校の教育上のメリット及びデメリットについての説明と､小･中学校統合

(案)の提案が行われました｡

一協議事項一

●小･中学校統合検討委員会設置要項について

●中学校統合計画(案)について
･統合方法について

河内中学校･金江津中学校を共に閉校し､現在の河内中学校を使用した統合校を開校｡

河内中学校校舎の耐震補強を含めた改修工事の実施｡

6 kⅢ以上の遠距離通学となる金江津地区の生徒を対象に通学バスを運行｡

･統合時期

平成2 1年4月1日開校を目標とする｡

●小学校統合計画(案)について

統合方法について

源浦田小学校･長竿小学校を共に閉校し､

現在の源清田小学校を使用した統合校を開校｡

源清田小学校校舎の耐震補強工事の実施｡

遠距離通学となる児童のために通学バスを運行する｡

統合時期

平成21年4月1日開校を目標とする｡
･その他の統合パタ-ンについて

現在､少子化が急激に進み平成2 4年度小学校入学児童は4 8人と予測される中で､

1 0年後又は1 5年後を想定した統合案として､各小学校校舎を利用して4校を2校に

統合する案･ 4校を1校にする案の提示も行われました｡

※小･中学校統合検討委員会の進捗状況については､教育委員会ホ-ムぺ-ジでも随時更新していきます｡

河内町教育委員会ホ-ムページ　しRi∴ http://ww. edu-kawachi. jp/

学校給食業務の民間委託が1月から開始されます｡
学校給食業務民間委託につきましては,かねてから民間の活力･技術力等尊大により,更によりよい学

校給食を目指し実施すべく関係機関と協議検討を重ねて参りました｡

このたび,給食業務民間委託について以下のとおり決定し､ I 9年1月から開始いたしますのでお知ら

せいたします｡

今後共学校給食の目的を達成するためへ　より内容の充実･向上､そしてなによりも｢安全でおいしい学

校給食｣を目指して推進してまいります｡保護者の皆様には更なるご理解とご協力をいただきたくお願い

申し上げます｡

1.委託方法　　受託業者自社(調理)工場における全面給食業務委託(工場　千葉県佐倉市神門4 3 9番地)

2.委託方式　　弁当(主食十副食) +汁物方式

3.業務委託開始時期　　　　平成1 9年1月より

4.委託業者社名並びに住所(株)幼稚園給食千葉県船橋市三咲5丁目3 2番2 I

◆問合せ先◆　河内町教育委員会事務局学校教育G TⅢ84-3 322
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お知らせします｡

『町の予算執行状況』
河内町財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づ=,平成18年度9月末現在の財政状況を次

のとおり公表いたします｡

【歳入】
町　　　税

(67｢%)

地方譲与税
(385%)

2億1,500万円

8,286万円

5億7,618万円

地方交付税
(733%)

国庫支出金　　7･892万円
(188%)　　　1,486万円

県支出金　　　　　　1億3･70〇万円
(114%)　　　l.563万円

繰　入　金　　　　　　　3億4-504万円

(oo%)　　　0

繰　越　金
(1194%)

諸　収　入
(146%)

町　　　債

(oo%)　　　0

そ　の　他
(541%)

2億3,936万円

2億8,583万円

2億2,710万円

3,31 〇万円

1億9,470万円

2億6,26〇万円

1億4,2｢3万円

収入済額　　　　予算額

8億5,921万円

13億8,969万円

10億1,923万円

柳｡争駕篭嘉, I

日
豊
か
に
美
し
く
住
む
ま
ち
河
内
』

安
穏
の
た
め
に
-

平
成
1
 
8
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
上
半
期

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
(
平
成

_
 
8
年
9
月
末
現
在
)

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
の
9
月

末
現
計
額
は
､
3
9
億
4
･
8
6
2
万
円
で

当
初
予
算
額
　
(
3
7
億
5
･
1
8
1
万
円
)

に
比
べ
5
･
2
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

【歳入】
歳
入
状
況
は
､
町
税
　
(
町
民
税
､
固
定

資
産
税
､
軽
自
動
車
税
､
た
ば
こ
税
)
　
5

億
1
-
6
-
8
万
円
､
地
方
交
付
税
_
 
o
億

1

.

9

2

3

万

円

､

繰

越

金

2

億

8

･

5

8
3
万
円
な
ど
2
 
-
億
6
･
9
8
2
万
円
で
､

予
算
額
の
5
5
･
0
%
が
収
入
済
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
｡

【歳出】
歳
出
状
況
は
､
総
務
費
の
2
億
9
･
2

7
9
万
円
､
民
生
費
の
3
億
8
･
8
5
9

万
円
､
衛
生
費
の
2
億
6
4
9
万
円
な
ど

-
 
6
億
2
･
8
8
9
万
円
で
､
予
算
額
の
‖
･

3
%
が
支
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

各
特
別
会
計
の
執
行
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
｡



【歳出】
総　務　費

(427%)

民　生　費
(46.1 %)

衛　生　費
(322%)

農林水産業費
(290%)

土　木　費
( 55.8% )

消　防　費
(620%)

教　育　費
(42.1 %)

そ　の　他
(245%)

こ用語の説明(歳出)こ

総　務　費用職員の給与へ庁舎等維持管理､財産の

管理､税の賦課徴収､戸籍･選挙･統

計等の経費｡

民　生　費･･･社会福祉､老人福祉､児童福祉､保育

所運営等にかかる経費｡

衛　生　費用保健衛生へ　ごみ･し尿処理等の経費

農林水産業費川農林水産業の振興等の経費｡

土　木　費･･･町道等の新設改良･維持管理､公営住

宅の建設や維持管理等の経費｡

消　防　貴･･･消防活動の経費｡

教　育　費用小中学校･幼稚園等の経寅｡

ー　｣　支出済額　　　予算額

6億8,568万円

2億9,279万円

8億4,305万円

3億8,859万円

6億4,1 37万円

2億649万円

2億4,445万円

7,079万円

4億2,388万円

2億3,632万円

2億14万円

1債2,403万円

4億9,27〇万円

2億756万円

4億1,735万円

1億232万円

こ用語の説明(歳入)こ

町　　　税用町民税や固定資産税､軽自動車税等｡

地方譲与税出国税として徴収し､そのまま地方自治

体Iこ対して譲与される税｡地方道路譲

与税､自動車重畳譲与税などがありま

す｡

地方交付税同地方の財源格差をなくすために-定の

基準により国から地方へ交付されるお

金｡

繰　入　金川他の会計間でのお金の移動を表す用語｡

繰　越　金･･･-会計年度から､次の会計年度へ持ち

越した金額｡

町　　　債･･･町の財源の調達や事業等のためにへ　国

などから借り入れるお金｡

会計名　　予算額　　空言奉書　　雪支藍,額

国民健康保険 12億3,237万円

老　人　保　健　〈 11億2,了48万円

4億2,584万円　　　5億3,337万円

(34 6% )　　　　　　　　(43-3%)

4億1.123万円　　　4億7,288万円

(365%)　　　　　　　　(41 9%)

下水道事業: 5僅5,79〇万円　2億2･176万円　｢億4,500万円
(397%)          (260%)

介　護　保　険　　5億6,384万円　3億4▼378万円　　2億3･831万円
(61 0%)　　　　　　　　(423%)

介護サ-ビス事業　　4, 9 4 5万円　　3(㌔32%,6万円
2,177万円

(440%)

鵜案
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平成1了年度　交通安全ポスターコンク-ル

県知事賞　黒川　温未さんの作品

(受賞時　常総市立水海道西中学校2年生)
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飲
潜
運
転
N
O
〃

ア
ル
コ
ー
ル
が
運
転
に
及
ぼ
す
影
響

平
成
_
4
年
6
月
に
飲
酒
運
転
の
罰
則
引
き
上
げ
な
ど
を
内
容
と
す
る
改
正
道
路

交
通
法
が
施
行
さ
れ
て
4
年
が
た
ち
ま
し
た
｡
施
行
後
は
減
少
し
た
交
通
事
故
件

数
が
こ
こ
最
近
そ
の
数
が
増
加
し
､
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の
二
ユ
-

ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
｡

飲
酒
運
転
は
､
一
人
一
人
の
判
断
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
年
末
年
始
は

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
｡
ア
ル
コ
-
ル
が
私
た
ち
の
体
に
及
ぼ
す
影

響
を
よ
く
理
解
し
､
飲
酒
運
転
は
　
｢
し
な
い
｣
　
｢
さ
せ
な
い
｣
　
こ
と
を
徹
底
し
ま

し
よ
う
｡

◆
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
何
か
◆

お
酒
は
人
を
酔
わ
せ
る
飲
み
物
で
す
｡

酒
税
法
で
は
､
ア
ル
コ
-
ル
分
-
%

(
1
度
)
以
上
を
含
む
飲
料
を
ア
ル
コ
-
ル

飲
料
と
総
称
し
て
い
ま
す
が
､
一
般
的
に

は
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
い
わ
ゆ
る
お
酒
を
指

し
て
い
る
よ
う
で
す
｡

お
酒
は
､
カ
ク
テ
ル
ま
で
含
め
れ
ば
世

界
各
地
で
数
千
種
に
及
ぶ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
｡
お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
っ

た
り
､
多
弁
に
な
っ
た
り
､
足
元
が
ふ
ら

つ
い
た
り
す
る
い
わ
ゆ
る
　
｢
酔
っ
払
う
｣

状
態
に
な
り
ま
す
が
､
こ
れ
は
す
べ
て
お

酒
の
中
の
ア
ル
コ
-
ル
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
す
｡

◆
ア
ル
コ
ー
ル
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
◆

ア
ル
コ
-
ル
は
人
体
に
と
っ
て
影
響
の

強
い
物
質
で
す
｡

ア
ル
コ
-
ル
は
大
量
に
摂
取
す
る
と
､

中
枢
神
経
抑
制
作
用
､
血
圧
低
下
な
ど
の

循
環
器
作
用
､
消
化
不
良
な
ど
の
消
火
器

作
用
を
示
し
ま
す
｡
そ
し
て
最
終
的
に
は

呼
吸
が
抑
制
さ
れ
て
死
に
至
る
危
険
が
伴

い
ま
す
｡

ま
た
､
精
神
的
､
身
体
的
依
存
症
状
を

引
き
起
こ
し
ま
す
｡
ア
ル
コ
-
ル
は
麻
酔

作
用
に
よ
っ
て
脳
を
麻
痺
さ
せ
､
い
わ
ゆ

る
　
｢
酔
っ
た
｣
　
状
態
を
作
り
出
し
ま
す
｡

大
脳
の
理
性
や
判
断
を
つ
か
さ
ど
る
部

分
は
大
脳
皮
質
と
い
い
ま
す
が
､
少
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
で
は
こ
の
部
分
が
麻
痺
す
る

こ
と
で
相
対
的
に
情
動
を
つ
か
さ
ど
る
部

分
が
元
進
　
(
｢
た
か
ぶ
る
｣
　
こ
と
)
　
し
､

多
弁
等
の
一
般
的
に
言
わ
れ
る
　
｢
酔
っ
払

い
｣
　
の
行
動
が
現
れ
は
じ
め
ま
す
｡

さ
ら
に
酒
量
が
進
む
と
､
知
覚
や
運
動

能
力
を
つ
か
さ
ど
る
部
分
が
抑
制
さ
れ
知

覚
や
運
動
能
力
を
鈍
ら
せ
､
同
じ
話
を
繰

り
返
し
た
り
､
足
元
が
ふ
ら
つ
い
た
り
し

ま
す
｡
つ
ま
り
､
｢
酔
い
｣
　
の
程
度
は
､

脳
内
の
ア
ル
コ
-
ル
濃
度
に
よ
っ
て
決
ま

る
の
で
す
｡

◆
ア
ル
コ
-
ル
の
膨
饗
が

身
体
に
現
れ
る
ま
で
◆

お
酒
を
飲
ん
で
も
ア
ル
コ
-
ル
は
す
ぐ

に
作
用
を
現
し
ま
せ
ん
｡
摂
取
し
た
ア
ル

コ
-
ル
の
血
中
濃
度
は
時
間
の
経
過
と
共

に
上
昇
し
､
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
一
般
的
に
は
摂
取
後
-
-
2
時
間
程
度

で
最
高
血
中
濃
度
に
達
し
ま
す
｡
よ
っ
て

お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
に
は
症
状
が
な
く
と

も
時
間
が
経
つ
と
と
も
に
　
｢
酔
い
｣
　
の
症

状
が
進
み
ま
す
｡

◆
お
酒
に
対
す
る
　
｢
強
さ
｣
　
に

関
係
な
い
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
影
轡
◆

お
酒
を
飲
む
と
､
ア
ル
コ
-
ル
は
胃
や

小
腸
で
吸
収
さ
れ
て
血
液
に
溶
け
込
み
､

門
脈
を
通
っ
て
肝
臓
へ
運
ば
れ
ま
す
｡
ア

ル
コ
-
ル
の
大
部
分
は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
､

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
変
化
し
ま
す
｡
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
､
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水

素
酵
素
　
(
A
し
D
H
)
　
に
よ
り
､
酢
酸
に

分
解
さ
れ
､
最
終
的
に
水
と
二
酸
化
炭
素

に
な
っ
て
体
外
へ
放
出
さ
れ
ま
す
｡
顔
を

赤
く
し
た
り
､
動
悸
､
頭
痛
､
吐
き
気
と

い
っ
た
症
状
を
引
き
起
こ
す
の
は
こ
の
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
原
因
で
す
｡



呼気(吐く息)中のアルコ-ル濃度別､酒の強さ別の反応時間(やや単純な判断･平均値)

呼気中アルコ｣ル濃度

○酒に弱い人　s酒に弓創l人

06

04

なし　　　　　　低　　　　　　　中　　　　　　　高

1%水準で統計的iこ有悪くFく3, 117)=1○○2, p< 01)

注)反応時間とは,画面に刺激が呈示されてから､運転者がアクセルを離す

までの時間をいう｡酒に弱い人､強い人とは､自己評価の結果である｡

年末の交通事故防止県民運動
スロ-ガン　つい｣杯　鈍る判断　待つ地獄

期　　　間12月1日(金)へ12月31日(日)

運動の重点　(1)最重点･飲酒運転の追放
(2)重　点･高齢者の交通事故防止

･薄暮時及び夜間の交通事故防止

･後部座席を含むシ-トベルトとチャイル

ドシ-トの正しい着用の徹底

鵜
屈,地Jかわ3

平/妙18争12H (¥u /,購J

一
般
的
に
お
酒
に
強
い
と
い
わ
れ
る
人

は
A
し
D
H
活
性
の
高
い
人
の
こ
と
で
､

お
酒
の
代
謝
が
早
い
人
の
こ
と
で
す
｡
お

酒
に
強
い
か
ら
と
い
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
わ
け

で
は
決
し
て
な
く
､
む
し
ろ
､
お
酒
に
強

い
と
い
う
人
は
自
分
は
酔
っ
て
い
な
い
と

思
う
こ
と
が
多
い
の
で
問
題
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
｡
ア
ル
コ
-
ル
の
血
中
濃
度

が
一
定
の
濃
度
に
達
す
れ
ば
現
れ
る
症
状

は
､
お
酒
の
強
い
弱
い
に
関
わ
ら
ず
一
緒

な
の
で
す
｡
(
下
グ
ラ
フ
参
照
)

◆
飲
酒
運
転
に
　
｢
つ
い
｣
　
や
　
｢
う
っ
か
り
｣

は
あ
り
ま
せ
ん
｡

飲
酒
運
転
は
､
死
亡
事
故
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
運
転
行
為
で
す
｡

人
の
命
を
奪
い
､
運
転
し
た
人
自
身
の
将

来
も
奪
い
ま
す
｡
　
｢
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
｣

｢
飲
む
な
ら
乗
る
な
｣
　
を
自
分
自
身
に
徹

底
さ
せ
て
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､
家
族
､
知
人
な
ど
周
り
の
人
も

十
分
注
意
し
､
｢
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運

転
し
な
い
｣
　
｢
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転

さ
せ
な
い
｣
　
｢
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出

さ
な
い
､
す
す
め
な
い
｣
　
の
3
つ
を
厳
守

し
､
私
た
ち
の
周
り
か
ら
飲
酒
運
転
を
追

放
し
ま
し
ょ
う
｡

◆
資
料
提
供
◆

総
務
課
交
通
防
災
係

皿
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線

1

2

3
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ア
ル
コ
ー
ル
が
自
動
車
の
運
転
に
及
ぼ

す
影
響
を

･
飲
酒
な
し
　
(
呼
気
中
ア
ル
コ
-
ル
濃
度

が

o

･

0

0

m

g

/

-

)

･
低
濃
度
(
同
o
･
1
2
m
g
/
-
程
度
)

･
中
濃
度
　
(
同
o
･
2
0
m
g
/
-
程
度
)

･
高
濃
度
　
(
同
o
･
2
5
m
g
/
-
程
度
)

の
4
段
階
の
条
件
を
設
け
､
｢
や
や
単
純

な
判
断
の
反
応
時
間
｣
　
と
　
｢
や
や
複
雑
な
判

断
の
反
応
時
間
｣
　
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
､

◎
そ
れ
そ
れ
に
飲
酒
の
影
響
か
見
ら
れ
る
が
､

や
や
複
雑
な
判
断
に
お
い
て
よ
り
飲
酒
の
影

響
が
見
ら
れ
る

◎
酒
に
強
い
人
も
､
酒
に
弱
い
人
と
同
様
に
､

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高
い
ほ
ど
反
応
時
間
は

遅
い
｡
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自己の充実･啓発や生活の向上のために､自発的に自分にあった方法で

生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結

栗など)を提供､お知らせしていきます｡

か㈲青
学鴫移謬ス勤柵弛

｢おもしろ理科先生　7｣メランさ作って俄は`そう｣　　｣

｢親子ふれあい料理教室　クリスマスケーキ作り｣

-鎗㊨国語園田園
田園田
関田閏

広▲膨かわぢ
平成18争l幼　角o4与号)

1
 
2
月
2
日
､
親
子
1
 
9
名
が
参

加
し
､
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
-

で
ブ
-
メ
ラ
ン
つ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
｡

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
ブ
-

メ
ラ
ン
作
り
が
初
め
て
の
子
が

ほ
と
ん
ど
で
､
最
初
は
　
｢
本
当

に
戻
っ
て
く
る
の
か
な
｣
　
と
半

信
半
疑
で
し
た
が
､
先
生
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

自
分
だ
け
の
ブ
-
メ
ラ
ン
を
作
っ

て
い
ま
し
た
｡

出
来
上
が
っ
た
ブ
ー
メ
ラ
ン

を
み
ん
な
で
飛
ば
し
あ
い
､
見

事
に
自
分
の
手
元
に
戻
っ
て
き

た
時
に
は
驚
く
の
と
同
時
に
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
｡
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引

園
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2
月
9
日
､
東
京
電
力
㈱
取

手
営
業
セ
ン
タ
-
で
､
親
子
の

ふ
れ
あ
い
と
子
ど
も
の
体
験
活

動
の
機
会
提
供
を
目
的
に
開
催

し
て
い
る
､
親
子
ふ
れ
あ
い
料

理
教
室
　
｢
ケ
-
キ
つ
く
り
｣
　
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

今
年
も
東
京
電
力
さ
ん
の
ご

協
力
を
頂
き
､
-
H
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
-
を
使
っ
て
､
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
ま
し

た
｡

参
加
し
た
親
子
は
､
お
も
い

お
も
い
の
飾
り
つ
け
で
お
い
し

そ
う
な
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
-
キ
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
｡



｢いきいき手育て地域連携実践講座開設事篇｣の開設軍籍所を菖寓していますI

今､我が子をどうやって育てたら良いか不安や焦りを惑じている親が増えています｡

茨城県では,企業等で働くお父さん､お母さんの子育てを応接し､家庭の教育力を充実させるため､

｢いきいき子育て地域連携実践講座開設事業｣の開設事業所を募集しています｡

●実施できる事業所はつ

就学前から高校生の子育てを実践中の社員や職員(これから親になる方も可)が, 10人一30人程

度参加できる事業所等が対象です｡

事業の内容はつ　次の中から取り組みやすい内容を-つ以上選択してください｡
･職場探検･見学(親の職場を子どもが訪問)

･家庭教育講演会(講座へ　経験談.情報交換等)

･親子交流活動　(創作活動へ　ごっこ遊び等)

●実施する時期はつ　平成19年2月下旬までの都合のよい日(土曜日や日曜日も可)

●実施する時間は?　昼間だけでなく夜間､昼休み､退勤前等の短い時間での実施でも結構です｡

(30分へ2時間程度)

●経費はつ　　講師への謝金やグッズ代､保険代金などを県が負担します｡

●実施するまでの手続はつ

①下記申込先まで　実施したい旨を電話でご連絡ください｡申込書を送付します｡

②申込書に必要事項をご記入いただき,申込先まで提出ください｡県の担当者が講師と日程調整

などを行いますので､事業所で11参加者を募集してください｡

③実施日が近づいたら､当日の日程や役割など県の担当者と打合せをお願いいたします｡

④実施日当日は､参加者にアンケ-トのご協力をお願いします｡

●主　催　茨城県教育委員会

●共　催　日本労働組合総連合会茨城県連合会　社団法人茨城県経営者協会　茨城県中小企業団体中央会

茨城県商工会連合会　茨城県商工会議所連合会

◆申込先･問い合わせ先◆

茨城県教育庁生涯学習課学習支援担当(担当　皆川)

〒310-8588　水戸市笠原町978番6

丁E｣ (029) 301-5322　　F∧X (029) 301-5339

今後の行事予定
1月　7日(日)成人式

2了日(土)チャレンジスク-ル　｢親子料理教室｣

28日(日)インディアカ大会

2月　4日(日)子ども茶道発表会

みなさん､奮ってこ参加ください｡お問合せは中央公民館までお願いします｡

標醸畿真電クラブの勘照電場葛舘し*軍
町では　放課後児童健全育成事業の-環として,学校放課後等において日常的に保護者による

保育を受けることができない児童を対象に､放課後児童クラブを開設しています｡

平成19年度にクラブの利用を希望される方は,平成19年1月12日までに,町民課まで申込書等

を取りにきてください｡

◆費　　用◆　月額5, 00〇円十おやつ代2, 000円

傷害保険料　年額4, 0〇〇円(H19.4月へH20　3月)

◆問合せ先◆　町民課児童クラブ係　　正し84-21 1 1(内線1 81)

題
広報かみち
平成18牢12月/川o4郷)
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所得税の確定申告説明会を開催します
年金受給者で還付申告をする方を対象に説明会を開催します｡

当日は,説明を聞きながらご自分で申告書を作成していただくことになりますので､源泉徴収票.筆記用

開　　催　　日

｢月29日(月)

対　　象　　者　　　　時　　　　　間　　　　会　　　　　場

午前の部受付　9:30

年金受給者の　　　　　　開始10:00

還付申告者　　　午後の部受付13:00

開始13:30

河内町中央公民館

※開始時刻までに受付を済ませてください｡時刻に遅れますと確定印書等の作成ができない場合があります｡

【各種控除に必要な書類】

〈年金受給者で還付申告をする方》

1.公的年金以外の所得がある方はその金額のわかる書類

2.国民健康保険税などの支払額のわかる書類

3.生命保険料･損害保険料の控除証明書

◆問合せ先◆　竜ヶ崎税務署個人課税部門　　　　　皿60-2 02 9

河内町役場企画財務課住民税担当　　Ⅲし84-2 1 1 1 (内線1 6 7)

税務職員を怒った不審な電話iこぞ注意ください
最近､税務職員を装い,現金自動預け払い機(ATM)を操作させ振込みを行わせる｢振り込め詐欺｣

による被害が発生しています｡

税務職員が納税者の皆様に電話でお問合せする場合は､提出していただいた申告書を基にその内容をご

本人に確認することを原則としております｡

また,税務署や国税局では

(I)還付金受取りのために金融機関やコンビニ等の現金自動預け払い機(ATM)の操作を求めること

はありません｡

(2)国税の納税のために金融機関の口座を指定して振込みを求めることはありません｡

(3)フリ葛ダイヤル(0 1 2 0-〇〇〇鵜〇〇〇)の電話を設置しておりません｡

のでご注意ください｡

ご不審な点があるときば最寄りの税務署又は国税局まで電話等によりお問合せください｡

◆問合せ先◆　関東信越国税局　TⅢ048-600-3111

竜ヶ崎税務署　　TⅢ0297-66-1303

広一殻かわぢ
平成18牢12月　個c453/



六Iこよる危害･被害を防止する定めIこ あ
檎
定
の
六
が
､

ご
近
所
か
ら
幅
か
れ
る
た
め
に
-
.

犬
に
よ
る
人
へ
の
危
害
や
農
作
物
を
荒
ら
す
な
ど
の
被
害
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
｡

ご
近
所
の
方
す
べ
て
が
､
犬
の
妬
き
な
方
と
は
限
り
ま
せ
ん
｡

犬
を
お
飼
い
の
方
は
､
回
り
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
心
配
り
と
し
つ
け
が
大

切
で
す
｡



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

醒王≡亜聖書翻
-骨粗しょう癌検診を受Iナてみよう-

骨粗しょう症とは?

カルシウムの不足から､骨がスガスカIこなり折れやすくなる病気です｡現在日本では､約500万人もの

患者さんがいるとされています｡性別では､女性に多く50歳代で21%､ 60歳代で48%､了0歳代で67%､ 80

歳代ではなんと､ 84%もの人が骨粗しょう症iこかかっているそうです｡さらに最近では､若い女性の無理

なダイエットが､骨粧しょう症につながっていくとも言われています｡女性に多い理由としては､ホルモ

ンなどが係わっているためです｡

日本に90万人いるといわれる謹たぎりの方の原因の1位は脳卒中､ 2位は老衰へ　そして3位が骨粧しょう

症による骨折です｡

骨粗しよう症になりやすい生活

食事でカルシウムが足りていない人｡

偏食しがちな人

体を動かすことが少ない人

過労やストレスが多い人

大切なのはこつこつカルシウム貯金

骨粗しょう症も病気の-つですので､やはり予防が大切です｡骨のカルシウムは,加論と共に減少し始め

るので､ 10代､ 20代の頃から毎日の食事でカルシウムを充分にとることが最も有効です｡大人が1日に必要な

カルシウムは最低でも6 0 0 mgで､牛乳iこすると6 0 0cciこ当てはまります｡もちろん牛乳たけでとるのは

ガロリ-のとり過ぎですし大変ですから他の食品をうまく取り入れていく必要があります｡カルシウムの多い

食品として､乳製品へいわしなどの魚類､豆腐へ納豆など大豆製品､小松菜など野菜類などがあります｡さら

にカルシウムの吸収を助けるのIこ､ビタミンDが必要です｡ビタミンDは､しやけなどの魚介類,干ししいた

げなどiこ多く含まれています｡そして日光にあたることも有効です｡骨に適度な負荷をかけるためiこ､お目様

の光を浴びながらのウオ-キングなどのちょっとした運動もぜひ生活に取り入れてみて欲しいと思います｡

骨粗しよう症検診を実施します｡

自分の骨を知ることが〇番の予院につながります｡この機会にぜひ受iナてみてください｡

平成｢9年　　　保健センタ葛　　午前｢0･00-10･30　　40名

2月22日(木)
つ　つ　み　会　館　　　午後1 ･30-　2:00　　　4　0　名

申込み方法:保健センタ-までお電話でお申込みいただくか､直接窓口にお越しください｡

粗金: 1, 000円(当日徴収いたします｡ )

検査方法:かかとのエコ-です｡病みはなくす<Iこ終わります｡

※定員になり次第締め切らせていただきます｣

広一妙かわぢ
I///rfl(沼/- 12/I (l活′帯)



平臆i9 ･ 20年度

河内調練争入乱筆紬質艦書自由講書の受付匿ついて
◆受付期間◆　　平成19年2月1日(木)へ平成19年2月23日(金) ※土､日､祝日は除く

◆受付時間◆　　午後1時一午後4時まで

◆受付方法◆　　持参及び郵送(受付期間内必着｡受付期間以外の申請は無効です｡)

◆有効期間◆　　平成1 9 ･ 20年度(2年間)

※申請書の様式は､河内町指定様式を使用してください｡指定様式･提出要項は下記のアドレスより

タウンロ-ドできます｡

http://www. town. ibaraki-kawachi∴g. ｣p/gyousei/keiyaku/keiyaku. htmi

◆提出先･問合せ先　　河内町役場　企画財務課管財係　　皿84-21 1 1　(内線1 63)

喜田

平廠i9 ･ 20年度

麗ケ嶋地方衛生錆色競争人肌馨血貰艦
容宣申請書の受付はついて
◆受付期間◆　平成19年2月1日(木)へ28日(木)

◆受付場所◆　龍ヶ崎地方衛生組合施設課契約管理係

丁Eし64-1 1 44

※申請の様式は国土交通省統一様式です｡

詳細についてはへ　平成19年1月4日(木)から

事務局で配布する｢競争契約参加資格申請の

手引｣をご覧下さい｡

広一撒かわぢ
平成I8争12月　Z肱垢の

平駁19 ･ 20年度

麗ケ噛地方塵再興理錆色繍争人肌筆触
質艦容害申請書の受付について
◆受付期間◆　平成19年2月1日(木)へ28日(木)

◆受付場所◆　龍ヶ崎地方塵芥処理組合総務課

丁Eし60-1 777

※申請の様式は国土交通省統一様式です｡

詳細については.平成19年1月4日(木)から

事務局で配布する｢競争契約参加資格申請の

手引｣をご覧下さい｡

饉

　

歌

　

が

わ

も

短

歌

会

タ
へ
聞
く
大
洞
院
の
鐘
の
音
祇
園
精
舎
に
思
い
が
浮
か
ぶ

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
万
年
筆
に
て
娘
の
名
な
る
和
子
の
文
字
を
始
め
に
書
き
た
り

川
底
の
銭
の
亡
骸
紅
葉
と
共
に
盛
り
を
燃
え
て
つ
き
た
り

熟
れ
近
さ
無
花
果
の
甘
さ
た
め
す
が
に
鴇
の
哨
あ
と
柏
手
作
な
:

信
濃
路
の
春
は
遅
く
て
亡
き
姉
の
命
日
の
日
に
山
桜
咲
く

心
な
き
人
に
飼
ほ
れ
て
捨
て
ら
れ
し
哀
れ
犬
猫
紡
復
ひ
逝
き
ぬ

八
十
路
過
ぎ
後
に
良
き
こ
と
残
し
た
か
と
責
め
て
北
風
冷
た
さ
増
し
ぬ

青

　

野

　

清

一

庄

　

司

　

登

千

子

石

　

山

　

候

　

江

久

　

松

　

浩

　

洋

郡

　

　

　

玉

　

翠

(
生
板
)
山
　
田
　
マ
サ
エ

青

　

木

　

　

　

保

来
し
方
の
日
記
経
-
秋
灯
下

田

　

沼

　

和

　

子

生
き
甲
斐
と
定
め
て
鍬
振
る
小
春
か
な

大
　
野
　
志
げ
子

旅
を
待
つ
衣
掛
け
お
く
小
六
月

川

　

口

　

ふ

　

く

白
菜
の
真
っ
二
つ
に
割
る
自
信
作

橋

　

爪

　

か

　

ん

菜
の
花
の
雨
を
含
め
る
白
さ
か
な

寺

　

田

　

節

　

子

波
立
て
て
沖
よ
り
時
雨
来
り
け
り

杉

　

原

　

利

　

代

木
の
葉
髪
去
り
し
月
日
を
想
ひ
つ
つ鴻

　

野

　

た

　

け

紙
ひ
こ
う
き
窓
を
と
び
出
す
小
春
か
な

津

　

根

　

と

し

お

大
根
引
く
筑
波
の
嶺
は
濃
紫

若

　

泉

　

栄

　

治

軒
下
を
一
直
線
に
干
大
根

大

　

塚

一

重

娘
は
嫁
ぐ
父
の
視
点
に
お
茶
の
花

大

　

関

　

さ

　

と

誘
は
れ
て
こ
の
町
来
た
る
文
化
の
日

吉

　

田

　

四

　

郎

日
の
温
み
日
の
色
溜
め
て
柿
熟
れ
る田

　

中

　

康

　

夫

俳

　

句

　

か

わ

も

俳

前

会



謝辞を述べる岩立武夫･ナツさん夫婦

民生委員児童委員協議会が全国表彰　jんでのる町をきれの' =

ー回向クり-'ボラ'ティアクラブー
一第2 5回茨城県民生委員児責委員大会へ

鞍1拘鶴gr盤喜田

戦
没
者
の
英
霊
を
悼
む

-
河
内
町
戦
没
者
追
悼
式
-

町
戦
没
者
追
悼
式
が
‖
月
2
9
日
､
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
｡

追
悼
式
に
は
､
野
高
町
長
､
町
議
会
議
員

及
び
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
が
参
会
し
､
先

の
大
戦
で
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
霊

に
対
し
て
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
｡

黙
祷
を
捧
げ
た
後
､
野
高
町
長
が
､

｢
戦
没
者
御
霊
各
位
の
ご
加
護
と
ご
遺
族

皆
様
方
の
ご
支
援
､
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
明
る
い
元
気
の
出
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
政
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
努
力

を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
｣
　
と
式
辞
を

述
べ
､
酒
井
町
議
会
議
長
ら
が
追
悼
の
辞

を
述
べ
ま
し
た
｡

続
い
て
､
参
会
者
全
員
が
献
花
を
行
い
､

御
霊
を
追
悼
し
ま
し
た
｡

共
に
歩
ん
だ
半
世
紀
-
平
戊
宣
8
年
度
金
始
式
-

今
年
､
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

を
祝
う
金
婚
式
典
が
‖
月
1
 
7
日
､
町
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
り
成
田
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡
今
年
は
4
0
組
の

夫
妻
が
め
で
た
く
結
婚
5
0
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
式
典
の
前
に
お
二
人
の
記
念

写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
､
式
典
後
の
祝
宴

で
は
､
野
商
社
会
福
祉
協
議
会
長
は
じ
め

来
賓
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
､

半
世
紀
と
い
う
長
さ
に
わ
た
っ
て
二
人
で

力
を
合
わ
せ
歩
ん
で
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
道

の
り
を
振
り
返
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
｡

‖
月
-
 
8
日
､
河
内
ク
リ
-
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
に
よ
る
県
道
取
手
東
線
沿
い
の

清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

住
ん
で
い
る
河
内
町
を
き
れ
い
に
し
､

後
世
に
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
発
足
し
た

｢
河
内
ク
リ
-
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｣
｡
今
回

は
､
県
道
取
手
東
線
沿
約
8
k
問
に
わ
た
っ

て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
｡

今
回
の
清
掃
活
動
に
よ
り
､
可
燃
･
不

燃
物
合
わ
せ
て
約
4
5
0
嶋
の
ご
み
が
回

収
さ
れ
ま
し
た
｡

河
内
ク
リ
-
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
､

更
な
る
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
清
掃
活
動

へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

◆
問
合
せ
先

役
場
都
市
整
備
課
環
境
G

Ⅲ
8
4
-
2
9
2
-

当
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

(
当
時
栗
山
喬
会
長
)
　
が
､
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
よ
り
優
良
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
｡

そ
の
伝
達
式
が
‖
月
2
2
日
､
水
戸
市
の
県

立
文
化
セ
ン
タ
-
で
行
わ
れ
代
表
し
て
出

席
し
た
栗
山
会
長
に
表
彰
状
と
盾
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
地
域
に
お
け
る
各
種
の
福
祉

問
題
､
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安

否
確
認
や
生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
､
要
保

護
児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
調
査
､
相
談
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
が

優
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
｡



了-　十--　-　-十〇〉 ｣ニ

〈　　　しーっI--

大好きいばらき県民運動で表彰

◇花と緑の環境美化コンク-ル

大好きいばらき県民会議理事長賞　長竿下組長寿クラブ

大好きいばらき県民会議会長賞(特別奨励賞)

◇大好きいばらき作文コンク-ル

県議会議長賞　寺崎光太くん(河内中1年)

受賞した長竿小学校の児童のみなさん

三世代交流一司の子ども集り-

県議会議長賞を受賞した寺嶋光太くん

広~接かあう
醜18j12〃　jjjj題

2
0
0
6
年
度
の
大
好
き
い
ば
ら
き
県

民
運
動
表
彰
式
が
日
月
2
7
日
行
わ
れ
ま
し

た
｡

河
内
町
か
ら
は
､
花
と
緑
の
環
境
美
化

コ
ン
ク
-
ル
の
部
で
長
竿
下
組
長
寿
ク
ラ

ブ
が
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
理
事
長

賞
と
同
会
長
賞
(
特
別
奨
励
賞
)
を
､
大
好

き
い
ば
ら
き
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
寺

崎
光
太
く
ん
(
河
内
中
)
が
県
議
会
議
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
｡

下
組
長
寿
ク
ラ
ブ
は
､
3
年
前
か
ら
長

寿
ク
ラ
ブ
所
有
の
花
壇
を
長
竿
小
学
校
の

児
童
と
一
緒
に
整
備
し
､
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
･
人

づ
く
り
を
す
す
め
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
寺
崎
光
太
く
ん
は
､
｢
卓
球
を

通
し
て
深
ま
っ
た
父
と
の
絆
｣
　
と
い
う
題

の
作
文
で
受
賞
し
ま
し
た
｡

月
日
2
 
5
日
､
農
業
者
ト
レ
-
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
-
で
､
河
内
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
主
催
の
　
｢
河
内
町
子
と
も
ま
つ
り
｣
　
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
ま
つ
り
は
､
三

c
坤
l
　
世
代
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
､
当
日
は
4
5
0
名
を
超

え
る
参
加
者
が
集
ま
り
､
昔
か
ら
の
遊
び

や
ス
ポ
-
ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
し

た
｡
レ
ク
リ
エ
-
シ
ョ
ン
の
後
は
､
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
の
方
々
が
つ
く
っ
た
豚

汁
を
み
ん
な
で
食
べ
な
が
ら
､
笑
顔
で
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
｡

河
内
町
区
長
会
視
察
研
修
報
告

河
内
町
区
長
会
で
は
､
毎
年
､
視
察
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

ま
ち
興
し
の
拠
点
と
な
る
各
地
の
観
光

物
産
セ
ン
タ
-
な
ど
に
お
け
る
地
域
資
源

の
活
用
方
法
な
ど
を
視
察
し
､
本
町
に
お

い
て
も
､
地
域
か
ら
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
く
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
｡

本
年
度
は
､
山
形
県
天
童
市
の
　
｢
道
の

駅
天
童
温
泉
｣
　
と
同
県
西
村
山
郡
河
北
町

の
　
｢
道
の
駅
河
北
｣
　
を
視
察
し
て
き
ま
し

四

　

国



◇固定資産税　　3期◇

◇国民健康保険税5期◇

◇介護保険料　　5期◇

徴収日は12月25日です

◇町県民税　　　4期◇

徴収日は1月31日です

蕾蓮◎ぎ窃㈲
(敬称略)

河内町さつき会
20, 000円

青少年育成河内町民会議
10. 000円

農業委員会
(いきいき祭売上げより)

15, 000円

河内町商工会青年部
44, 655円

河内町商工会女性部
33, 450円

河内町農村生活改善
グル-プ連絡協議会

5, 000円

一社会福祉協議会ヘ　音臆

皆様からお預かりした寄付金
等は､趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡あく)が

とうございました｡

広●諦かわぢ
平成18争]2月/胸45?/

生
活

納
税
は
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
で
-

自
動
車
税
の
納
税
は
､
電
気
や

ガ
ス
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う

に
､
口
座
振
替
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
｡
納
税
に
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

お
申
込
み
は
､
2
月
末
ま
で
に

県
内
の
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除

く
)
　
窓
口
に
お
願
い
し
ま
す
｡

⇔
問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所
　
収
税
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

･

6

-

-

5

自
動
車
の
正
し
い
登
録

に
つ
い
て
の
あ
知
ら
せ

自
動
車
税
は
､
4
月
-
日
現
在

の
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
｡
自

動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
､
使
用

し
な
く
な
っ
た
時
は
､
必
ず
運
輸

支
局
で
名
義
変
更
等
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
｡
こ
れ
を
し
ま
せ

ん
と
､
い
つ
ま
で
も
名
義
人
に
課

税
さ
れ
る
な
ど
､
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
｡

な
お
､
3
月
下
旬
は
窓
口
が
混

離
し
ま
す
の
で
､
手
続
き
は
お
早

め
に
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
｡

◇
変
更
登
録
の
問
合
せ
先

茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

Ⅲ

o

5

0

-

5

5

4

0

-

2

0

1

8

㊨
自
動
車
税
の
問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所
　
課
税
第
二
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

6

1

-

2

[
教
育
ロ
ー
ン
｣
と
｢
利
子

補
給
制
度
｣
の
お
知
ら
せ

【
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
-
ン
】

¥
¥
融
資
額
　
最
高
5
0
0
万
円

(
労
金
の
会
員
の
方
は
-
o
o

o
万
円
ま
で
)
一
括
融
資
ま
た
は

分
割
融
資

d
)
返
済
期
間
　
1
 
5
年
以
内
､
在
学

中
の
元
金
返
済
据
置
き
も
で
き
ま
す
｡

◇
金
利
　
平
成
_
 
8
年
1
 
2
月
-
日
現

在

1

･

9

%

-

2

･

4

%

(

固

定

金
利
･
特
別
金
利
･
返
済
期
間
工
5

年
以
内
)

保
証
料
は
個
人
負
担

◇
保
証
　
茨
城
県
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証

【
育
成
基
金
の
利
子
補
給
制
度
】

育
成
基
金
と
は
､
勤
労
者
の
教

育
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
､
茨

城
県
･
市
中
損
･
中
央
労
働
金
庫

が
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た
公
益

法
人
で
す
｡

在
学
中
(
最
長
4
年
以
内
)
　
お

子
様
一
人
当
た
り
-
0
0
万
円

(
一
世
帯
3
0
0
万
円
)
ま
で
の
融

資
に
対
し
､
年
-
%
の
利
子
補
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

い
問
合
せ
先

(
財
)
　
茨
城
県
労
働
者
育
成
基
金

Ⅲ

o

2

9

-

2

3

-

･

0

2

3

5

労
働
金
庫
美
浦
支
店

皿

o

2

9

･

8

8

5

-

3

4

3

5

竜
ヶ
崎
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
若
年
性
塘
尿
病
講
演
会

及
び
個
別
相
談
会
】

◎
日
時

平
成
_
 
9
年
-
月
2
0
日
(
土
)

午
後
-
時
-
4
時
3
0
分

(
受
付
　
午
後
零
時
3
0
分
)

◎
場
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
　
大
会
議
室

龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
-

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

2

-

2

1

7

2

◎
講
演
　
(
午
後
-
暗
く
3
時
)

演
題
1
　
｢
若
年
性
糖
尿
病
と
上
手

に
付
き
合
お
う
｣

講
師
　
鹿
嶋
田
健
一
医
師
　
(
束
京

北
社
会
保
険
病
院
　
小
児
科
部
長
)

午
後
1
時
-
2
時
3
0
分

演
題
2
　
｢
た
の
し
い
食
事
･
お
や

つ
の
コ
ツ
｣

講
師
　
加
藤
か
な
江
栄
養
士
　
(
茨

城
県
立
子
と
も
病
院
)

午
後
2
時
o
O
分
-
3
時

◎
個
別
相
談
会
及
び
情
報
交
換
会

(
午
後
3
時
-
4
時
3
0
分
)

対
応
者
‥
医
師
､
管
理
栄
養
士
､

親
の
会
､
難
病
相
談
員
等

･
医
師
と
の
相
談
の
み

午
後
2
時
4
0
分
-
4
時
3
0
分

･
栄
養
士
､
親
の
会
等

午
後
3
時
-
4
時
3
0
分

◎
対
象

若
年
性
糖
尿
病
を
も
つ
児
童
の

保
護
者
､
関
係
者
等

◎
申
込
み
方
法

竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課
ま

で
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
｡

皿

o

2

9

7

･

6

2

-

2

-

7

2

◎
申
込
み
期
限

平
成
_
9
年
-
月
_
0
日
(
水
)
ま
で

◎
参
加
費
　
無
料



共同募金(街頭募金)

24, 176円

(輝いて河内いきいき祭にて)

ご協力ありがとうございました

茨城県共同募金会河内町支会

労働力調査のお知らせ
『労働力調査』は.法律で定められた統計調査で､我

が国の就業の状況を調べる調査です｡就業者数,完全

失業者数､完全失業率などの動向が明らかにされ,経

済対策や雇用失業対策に役立てられます｡

この度,河内町下加納地内において｢労働力調査｣

が実施されます｡

知事から委嘱された調査員が調査対象地区内の各世

帯に名簿づくりのためにお伺いします｡この名簿をも

とに調査地帯を選ばせていただきます｡

労働力調査の内容を他に漏らすことや目的外に使用

することは固く禁じられていますので､調査にご協力

いただいた世帯に迷惑がかかることはありません｡

ご協力をよろしくお願いいたします｡

◆お問合せ先　　茨城県企画部統計課　人口労働担当

Tり029-301-2649

広●穀かわち
平成18率1ク月(M453)喜田

◎
そ
の
他

･
個
別
相
談
は
､
予
約
制
で
工
人

2
0
分
程
度
で
す
｡
相
談
内
容
に
応

じ
て
､
専
門
家
に
ご
相
談
い
た
だ

け
ま
す
が
､
定
員
は
4
-
5
名
ほ

ど
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

･
1
歳
-
未
就
学
児
に
お
い
て
は
､

無
料
に
て
保
育
い
た
し
ま
す
の
で
､

ご
希
望
の
方
は
､
講
演
申
し
込
み

の
際
､
お
申
込
み
く
だ
さ
い
｡

(
定
員
2
0
名
程
度
)

◎
主
催

竜
ヶ
崎
保
健
所
･
土
浦
保
健
所
･

つ
く
ば
保
健
所

募
集

竜
ヶ
崎
第
二
局
等
学
校
･

定
時
制
成
人
特
例
入
学
者
の
募
集

竜
ヶ
崎
一
高
･
定
時
制
で
は
､

｢
平
成
_
 
9
年
度
成
人
特
例
入
学
者

選
抜
｣
　
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
｡

⇔
応
募
資
格

･
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
地
ま

た
は
勤
務
地
を
有
す
る
者

･
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
て
い
る
者

･
平
成
_
 
9
年
4
日
工
日
現
在
､
満

2
0
歳
以
上
の
者

･
た
だ
し
､
高
等
学
校
普
通
科
を

卒
業
し
て
い
る
者
は
除
く

鵬
り
"
H

¥
募
集
学
科
及
び
人
員

普
通
科
　
一
般
入
学
者
･
推
薦

入
学
者
と
合
わ
せ
て
4
0
名
(
予
定
)

⑥
選
抜
方
法

学
力
検
査
は
行
わ
ず
､
調
査
書
､

面
接
､
作
文
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
選
抜
し
ま
す
｡

◇
出
願
書
類
配
布

_
 
2
月
-
日
(
金
)
よ
り
竜
ヶ
崎
第

一
高
等
学
校
事
務
室
で
交
付

郵
送
希
望
者
は
､
-
4
0
円
切

手
を
同
封
し
請
求
し
て
く
だ
さ
い
｡

へ
3
.
哲
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学
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書
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･
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日

･
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日

㊥
面
接
等
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日
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日
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等
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校
･
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Ⅲ
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茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
学
生
募
集

茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学

校
は
､
｢
開
か
れ
た
短
期
大
学
校
｣

と
し
て
､
-
T
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
成
し
て
い
る
県
立
の
短
期

大
学
校
で
す
｡
高
等
学
校
の
新
卒

者
ば
か
り
で
な
く
､
社
会
人
経
験

者
等
を
対
象
と
し
た
_
 
9
歳
-
3
5
歳

ま
で
の
方
の
応
募
枠
も
設
け
て
い

ま
す
｡

¥
募
集
科
名

情
報
通
信
科
･
情
報
処
理
科

'
受
付
期
間

_
 
2
月
2
5
日
-
2
月
エ
ロ
ま
で

､
試
験
日

2

月

8

日

ハ
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

Ⅲ
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平
成
1
 
9
年
度
食
料
品
消
費

モ
ニ
タ
ー
募
集

◇
業
務
内
容
　
①
ア
ン
ケ
-
ト
の

回
答
､
②
意
見
･
要
望
等
の
報
告
､

③
研
修
会
等
へ
の
出
席

◇
募
集
人
員
　
県
内
で
2
3
名

※
結
果
は
4
月
上
旬
頃
に
本
人
に

通
知

◇
任
期
　
依
頼
日
か
ら
平
成
2
0
年

3
月
3
-
日

参
応
募
資
格
　
①
2
0
歳
以
上
､
②

国
､
地
方
公
共
団
体
の
議
員
又
は

職
員
以
外
､
③
他
の
食
生
活
モ
ニ

タ
-
予
定
な
し
､
④
原
則
と
し
て

平
成
_
8
年
度
食
料
品
モ
ニ
タ
-
で

な
い
方

⑦
謝
金
　
謝
礼
あ
り
　
(
金
額
未
定
)

◇
応
募
期
限

平
成
_
9
年
2
月
2
8
日
(
水
)

(
当
日
消
印
有
効
)

6
｣
n

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
又
は

メ
-
ル
に
､
①
郵
便
番
号
､
②
住

所
､
③
氏
名
､
④
年
齢
(
平
成
-
 
9

年
4
月
量
目
現
在
)
､
⑤
性
別
､

⑥
職
業
､
⑦
電
話
番
号
､
⑧
簡
単

な
応
募
動
機
を
明
記
し
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
｡
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⇔　定　例　抽　談　◆

心配ごと相談　R

日　　時l月15日⑳　午前10時一午後3時

2月1日㈱　午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館

日　　時　2月15日㈱　午前10時一午後3時

場　　所　つつみ会館

問合せ先　河内町社会福祉協議会
曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　曾84-3322

固84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-50 1 7

㊨交通事故発生状況⇔
町内の交通事故11月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　8件(+3) (67)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　9人(+3) (92)

竜ヶ崎警察署調べ

㊨　戸　籍　の　窓　㊨

おめでた　　　6人

おくやみ　　　5人

転　　入　｢2人

転　　出　　21人

〈こ〉^□ ･世帯･㊨

平成18年12月1日現在

人　口　11,1了3人　(-8)

男　　　5,530人　(十2)

女　　　5,643人　(-10)

世帯数　　3,413世帯(十1)

役　　　　　　　場

創4-2111教育委貴会学校教育G創4-3322

回84-4357事務局生涯学習G認識

都　市上下水道G創4-2361福祉センター創4-3699
整備課建設環境G創4-2921保健センタ-創4-4486

つ　つ　み　会　館曾86-3740給食セ　ン　タ　-曾84-2845

地馳括支援センタ- a60-40了1防(讐蓑雷)ちqp84-2212

◇鯛回診緑営登壇銅.金田》 ◇
i          i

｣上里竺｣三豊軽量重
1月　和田医院　　　　　山村医院
1日　曾029-894-2412　曾66-0555

2日

3日

7日

宮本病院　　　　　山本医院
曾029-979-2114　曾66-3348

竹尾医院　　　　池田病院
1田029了-86-2436　曾64-1152

坂本耳鼻咽喉科医院　村井医院
曾029-892-2627　曾62-3380

竜ヶ崎医院
1宙62-0550

いしかわクリニック

曾62-0378

秋本脳神経外科
曾64-331 1

菊地整形外科
曾64-6111

8日祭器_Hi鮮翳畿盤5E3f科医院f藤クIJニック
蜜64-3527

14日

21日

28日

竹尾医院　　　　野上小児科医院　弾おか州整脇隅クリニック
曾029了-86-2436　曾65-33了5　　　　曾62-3761

江戸崎眼科　　　　うちだ医院　　　飯野クリニック
曾029-892-0262　曾64-8821　　　　曾60-2323

江戸崎病院　　　鴻巣クリニック　秋本脳神経外科
1ふO29｢894-2611 861-0151　　　　864-3311

2月　　角帽クリニック　横田医院　　　　いがらしクリニック
4日　宙0297-87-6030曾62-0047　　　1田62-0936

11日

12日

18日

25日

和田医院　　　　吉沢胃腸科医院　西新道外科医院
曾029-894-2412 1置66-097了　　　　曾62-0855

官本病院　　　　福岡小児科医院　野村医院
曾029-979-21 14 1田66-3245　　　　魯62-6561

いなしきクリニック細井クリニック　いしかわクリニック
曾029-892-3372 1臣66-2000　　　　曾62-0378

坂本(隆)医院　　葉子内科循環器科竜ヶ崎医院
曾029-892-2232 1田64-3105　　　　曾62-0550

※休日当番医は変更することがあります｡
診療を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

′箪笠警護圏襲_匝
資　源　回　収　日　､　燃えないごみ収集日

A地区†諾c地区諾A駆,月,3C地区,月2了

B地区苦雪D地区昔葦B地区2月10D地区2月24

燃えるごみ収集日　　　粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月･水･金曜日
1月中の予約-2月3日

2月中の予約-3月3日

※資源回収日については上段が1月､下段が2月

広●稜かわぢ
平成18牢12月(樋453)


